
学校教育目標 

豊かな心を持ち、自ら学ぶ、たくましい子どもの育成 

 

  

 

  

 

 

 

 

感染症から生まれる差別・偏見をなくしていくために 

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、学校を含めた日常の生活にも、大きな影響が続

いています。特に、急激な感染拡大を見せる第６波は、私たちの生活圏内でも、これまでに経験した

ことのない広がりが脅威となっています。そうした中で、もう一つ危惧されるのは、感染者などへの

差別・偏見などの問題です。本校では、これまでも、新型コロナウイルス感染症には誰もがかかる可

能性があることを踏まえ、こうした問題への対応として子ども達への指導を行ってきました。しかし、

いつ身近に感染者が出てもおかしくない今、再度、そのことについて考える必要性を感じています。 

下記に載せた資料は、日本赤十字社が児童生徒向けに監修したものです。保護者の皆様、地域の皆

様とも共有し、みんなが安心して暮らせる毎日にしたいと考えますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１月２５日 

 第１０号 

① “病気”そのものの感染症 

② “不安”という気持ちの感染症 

③ “差別・偏見”という意識の感染症 
 

この３つの感染症が負のスパイラルとしてつながることで、 

さらなる感染拡大や、社会問題の深刻化へとつながっていきます。 

 

3つの “感染症” とは？ 

負のスパイラルを断ち切るためにできること 

❶ ウイルスの感染をひろげないために…  

まずは 手洗い・咳エチケットの徹底、３密を避け、 

自分自身の感染症予防を徹底しておこなう。 

❷ 不安にふりまわされないために… 

情報源のはっきりしないうわさ話はしない・広げないこと 

❸ 差別や偏見をひろげないために… 

言い出しにくい空気をつくらないこと 

ご家庭でもご協力をお願いします。 

新型コロナウイルスのニュースを見ながら、「東京から来ないでほしい」「あそこ

の人、コロナになったらしいわよ。怖いよね。」など何気なく発した言葉を子ども

たちは聞いています。 

この感染症に対する大人たちの反応は、子どもたちの受け止め方にも大きく影響します。学校でも、継

続して指導していきますが、ご家庭でも子どもたちが感染症への正しい理解のもとに適切に行動できるよ

う、ご協力よろしくお願いいたします。          



 

 

◇◆◇藤崎っ子大活躍！◇◆◇ 
◆校内書き初め展 金賞  （☆遊佐町小中学校書き初め展 入選） 

≪１年≫☆しだ ようた   ☆みうら さわ    おのでら りゅうき 

どもん こはる   みうら ななみ   もりおか みのり 

≪２年≫☆いけだ りいな  ☆すずき ゆずね 

 さとう みなみ   わたなべ あやは 

≪３年≫☆石垣 なおたろう ☆遠田 こうたろう 

 菅原 まどか    土門 ゆきな 

≪４年≫☆石垣 舞桜    ☆齋藤 萌香 

     石垣 埜乃     森岡 隼士 

≪５年≫☆渋谷 悠真    ☆髙橋 悠希 

     齋藤由芙里     菅原  湊     藤田 夢叶 

≪６年≫☆大場 りおな   ☆土門 和音花 

     石垣 琳香     遠田 愛果     本間 心愛 

 

◆第 18 回 山形県未来の夢絵画展 「優良賞」 ３年 遠田 悠人 

◆ゼーレカップ U-9 優勝 （泉 JSC） ４年 青山 陽飛 

◆県ミニバスケットボール交歓大会 スミセイ Vaitarity カップ 

敢闘賞 遊佐 BBC  優秀選手賞 ６年 小松 龍季 

笑顔ナンバー１の藤崎小に！ 
 標記のような学校をめざし、 

各学級で「３学期にがんばる 

こと」を話し合い、次のよう 

な目標を立てました。 

 

【１ 年】ちくちくことばをつかわない 

【２ 年】元気なあいさつ 

【３ 年】だれにでも前向きでていねい 

な言葉を使おう 

【トトロ１組】元気なあいさつやろう下をし

ずかに歩くなど、みんながう

れしい気持ちになることをす

る 

【トトロ２組】大きな声であいさつ・返事を

する 

【４ 年】ちくちく言葉を言わない 

【５ 年】悪口を言わない 

    （お前よび、ネガティブな発言） 

【６ 年】ポジティブ思考 マイナスからプラスへ 

（悪口→ほめる やらない→やろう わからない→わかろう） 

校内書き初め 
１月７日、子どもたちが一筆一

筆に思いを込めて書き上げまし

た。２学期の授業や冬休み中に練

習した成果を発揮しようと、静寂

の中で真剣に取り組む子どもた

ちの姿が印象的でした。 

米の消費拡大を発信 
昨年１２月、５年生の子どもた

ちが、自分たちで育てた米を、お

にぎりにして販売しました。総合

的な学習の時間に、米の消費が減

少していることなどを学び、遊佐

のお米のおいしさを伝えようと

子どもたちが考えた企画です。グ

リーンストア 

さんに協力を 

いただき実現 

し、よい学び 

につながりま 

した。 


